
要望書の書き方勉強会
（ロジックモデルを整理する）

1

2020年度
地球環境基金助成金説明会

地球環境基金部
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地球環境基金の採択のポイント
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募集案内
(P.28~30)

高く評価するもの 不採択になるもの

• アウトカム、アウトプットが明確で指
標が設定されているもの

• 現状や裏付けとなるデータがあるもの
• 事前事後の振り返り、改善状況の記載

があるもの

• 目標達成のための全体計画を有してい
ない

• 継続要望の場合、評価専門委員のアド
バイスを考慮していない

• 助成終了後の活動の展開や制作物の活
用方法が明確で、自立していく道筋が
あるもの

• 物品資材の購入ばかり
• 持ち回りのイベント
• 他団体への委託が多い

• 自分たちだけでなく、地域や企業、行
政などと連携・協働し、巻き込み、活
動しようとするもの

• 自分たちだけの活動に固執し、課題解
決のため住民に理解を求めたり、巻き
込んで活動したりしないもの

• 活動対象地域の現状、ニーズに及び問
題点を客観的なデータを基に把握し、
活動の必要性及び実施方法が明確であ
るもの

• 先行した類似の助成対象活動が複数あ
る場合や過去に助成を受けた活動と同
一の活動に対する助成の場合

• 調査研究は、その結果を広く普及する
仕組みが考慮しているもの

• 政策提言活動は、その成果を確認する
ことができるよう、発信先や発信方法
を明確にするもの

連携・協働

計画性

自立性

必要性

波及力



上位目標
活動対象の地域に起こる変化な
ど、この活動で最終的に実現し
たい状態

アウトカム
助成活動終了時に実現が期待さ
れる状況

アウトプット
活動を行うことにより直接生み
出される結果

募集案内
(P.40～43)交付要望書 様式その2-2

活動計画
具体的に実行・実施する活動
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パート１

活動の計画の立て方について

（ロジックモデルを学ぼう）



上位目標

アウトカム

アウトプット

活動計画

活動対象の地域に起こる変化など最終的に実現し
たい状態
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ロジックモデルについて学ぼう

例：サンゴの生息域が保全される。

助成活動終了時に実現が期待される状況

例：サンゴ礁を食害する有害生物の数が
○％減少する。

具体的な活動内容

例：①有害生物駆除活動を年○回実施
②駆除方法に関する勉強会 年○回実施
③現地調査○回実施

活動により直接生み出される成果

例：①駆除量○㎏
②参加者○名
③○箇所の調査結果レポート。HP掲載

上
か
ら
下
へ
組
み
立
て
る



上位目標 設定のポイント

• 最終的に活動の対象となる地域や集団がどのような状態
になっていることを期待したいのかを具体的に記載する。

例：①○○地域におけるサンゴの生息域が保全される。

②○○川地域のゴミを流域住民の手でゼロにし、

様々な生き物が棲めるようになる。

③荒廃している○○町の里山が再生され、様々な

生き物と共生している。

あまり漠然とした内容にならないように！

（どこで・なにが・どのようになって欲しいか）



アウトカム 設定のポイント

• 助成金により実施する活動の終了時に、実現していると
期待できる状況を記載してください。

例：1．有害生物の数が○％減少する。

2．○○川流域のゴミがゼロになる。

3．××地域固有の○○の生息確認回数が増える。

• 助成期間中に何を成し遂げたいのか、多くの人にとって
具体的にイメージできるもの。

• 達成できたかどうかわからないような漠然とした目標と
はしない。

⇒「地域の活性化」「持続可能な社会の実現」など

ではダメ
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アウトカム
アウトカム指標例
(何で成果を測るか)

アウト
プット

活動

サンゴ礁を食害する
有害生物の数が○％
減少

有害生物数の駆除数の減少(有害生物
自体が減少するので)

実際の駆除数 有害生物の
駆除(○回）

生態系の豊かな森林
が増加する。

下層植生の復活面積（○アール）
観察される生物種の増加

実施面積 間伐、除伐
除伐(○回）

民生部門のCO2排出
量が抑制される。

省エネに取組む人(の増加)
↓

CO２の排出量の抑制

参加人数
参加者の理解度
(振り返りで確
認）

省エネ教室
(○回）

○○に地域において
廃棄物の排出量が減
少する。

３Rに取り組む住民が増える。
↓

○○地域の廃棄物量の削減

参加人数
参加者の意欲向
上（振返りで確
認）

イベントの
実施
(○回)

アウトカムとアウトプットの違い

○アウトカム ： 助成活動終了時に実現が期待される状況
○アウトプット ： 活動により直接生み出される成果



上位目標

アウトカム

アウトプット

活動計画

活動対象の地域に起こる変化など最終的に実現し
たい状態
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ロジックモデルについて学ぼう

例：サンゴの生息域が保全される。

助成活動終了時に実現が期待される状況

例：サンゴ礁を食害する有害生物の数が
○％減少する。

具体的な活動内容

例：①有害生物駆除活動を年○回実施
②駆除方法に関する勉強会 年○回実施
③現地調査○回実施

活動により直接生み出される成果

例：①駆除量○㎏
②参加者○名
③○箇所の調査結果レポート。HP掲載
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パート２

活動計画からロジックモデルを

整理しよう



活動計画からロジックモデルを整理する

サンゴの生息域保
全

上位目標 アウトカム アウトプット 活動計画

有害生物
の減少

駆除量○㎏

○人参加

駆除活動を
年○回

勉強会を○回開催

調査結果
調査○箇所

○回

サンゴ礁
の復元

○本、○㎡
○人参加

調査結果

植樹活動○回

調査○箇所
○回

○人参加
エコツーリズムの

試作○件

担い手の増加 研修の開催参加者○名

勉強会の開催参加者○名

●サンゴ礁保全活動におけるロジックツリー



○考え方の例（ロジックツリー2番目を例として）
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課題

上位目標

アウトカム

アウトプット

活動計画

課題を
解決するための

①サンゴの植樹 ○本、○㎡、参加人数
②現地調査レポート(年○回発表・HP掲載）
③参加人数

サンゴ礁が減少して
いるにも関わらず、
適切な保全の枠組み
がない!

①課題をまず整理する！

サンゴの生息域が保全される!

②上位目標を設定する！

①植樹活動○回
②保全範囲の定期調査活動（○箇所 ○回）
③植樹エコツーリズムの試作○回

③活動計画・アウトプット
を整理する！

サンゴ礁が○％復元する
(○○平方メートル)

④アウトカムを設定する！

⑤アウトカムと上位目標の関係が適切か確認する



○考え方の例（ロジックツリー3番目を例として）
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課題

上位目標

アウトカム

アウトプット

活動計画

サンゴ礁が減少して
いるにも関わらず、
適切な保全の枠組み
がない!

サンゴの生息域が保全される!

サンゴ礁を保全する担い手が増える

①参加者○名
②参加者○名

①関心度が高い人向けに研修の開催
②地域住民向けに勉強会の開催

課題を
解決するための



３つの情報を整理すると（ロジックツリーの構築）

本当はここからが重要！！

サンゴの生息域保
全

上位目標 アウトカム アウトプット 活動計画

有害生物
の減少

駆除量○㎏

○人参加

駆除活動を
年○回

勉強会を○回開催

調査結果
調査○箇所

○回

サンゴ礁
の復元

○本、○㎡
○人参加

調査結果

植樹活動○回

調査○箇所
○回

○人参加
エコツーリズムの

試作○件

担い手の増加 研修の開催参加者○名

勉強会の開催参加者○名



パート３

ロジックモデルを精査しよう

※ここからは、要望書の書き方についてだけでなく、活動の全体計画の整理
に関する説明となります



ロジックツリー精査の重要ポイント

1.各ステップの前後関係を確認する

上位目標 アウトカム アウトプット

⇒論理的な記載となっているか

2.アウトカムが、本当に上位目標の達成につなが

るよう設定されているか。

足りているか？ ずれていないか？

⇒計画が妥当か
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ロジックツリーの精査

サンゴの生息域保全

上位目標 アウトカム アウトプット 活動計画

有害生物
の減少

駆除量○㎏

○人参加

駆除活動を
年○回

勉強会を○回開催

調査結果
調査○箇所

○回

サンゴ礁
の復元

○本、○㎡
○人参加

調査結果

植樹活動○回

調査○箇所
○回

○人参加
エコツーリズムの

試作○件

担い手の増加 研修の開催参加者○名

勉強会の開催参加者○名

担い手の増加

ここは本当につながっているか？
(研修会や勉強会を開催したら担い手が本当に
増えるだろうか？)

⇒活動計画に工夫が必要



各ステップの前後関係を考える

アウトカム

アウトプット

サンゴ礁を保全する担い手が増える。

①参加者〇名
②参加者〇名

【検討のポイント】
①担い手づくりの受け皿を考えましょう
・担い手の役割は？
・いつ、どこで、だれに、どのように担ってもらうのか？

②アウトプットの設定、測り方を工夫しましょう。
・アンケートをとる。その場合、目的や狙いを確認するこ
とのできる質問になっているか。
・アンケートを通じて参加者の意識・行動変容を促しつつ、
今後担い手になってくれそうか意向を確認する。



各ステップの前後関係の考え方
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課題

上位目標

アウトカム

アウトプット

活動計画

サンゴ礁が減少して
いるにも関わらず、
適切な保全の枠組み
がない! サンゴの生息域が保全される!

サンゴ礁を保全する担い手が増える
イベント協力者(実施者）リストができる

①参加者○名
②参加者○名
③実践者〇名
研修・勉強会のアンケート・振り返り
で理解度、取組意欲などを確認（参加
者の○％）

①関心度が高い人向けに研修の開催
②地域住民向けに勉強会の開催
③研修に参加してもらった人に協力してもらい、
イベントで実践

課題を
解決するための



ロジックツリーで整理すると

サンゴの生息域保
全

上位目標 アウトカム アウトプット 活動計画

有害生物
の減少

駆除量○㎏

○人参加

駆除活動を
年○回

勉強会を○回開催

調査結果
調査○箇所

○回

サンゴ礁
の復元

○本、○㎡
○人参加

調査結果

植樹活動○回

調査○箇所
○回

○人参加
エコツーリズムの

試作○件

担い手の増加 研修を○回開催参加者○名

勉強会を○回開催参加者○名

イベントで
○人実践

実践者○名
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1.各ステップの前後関係を確認する

上位目標 アウトカム アウトプット

⇒論理的な記載となっているか

2.アウトカムが、本当に上位目標の達成につなが

るよう設定されているか。

足りているか？ ずれていないか？

⇒計画が妥当か

ロジックツリー精査の重要ポイント



地域住民に向けたサンゴの保全活動の紹介する場を設ける！
多様な主体が一緒に取り組むよう協働提案をする！

アウトカムが過不足なく整理できているか

サンゴの
生息域保全

上位目標 アウトカム アウトプット 活動計画

有害生物
の減少

駆除量○㎏

○人参加

駆除活動を
年○回

勉強会を○回開催

調査結果
調査○箇所

○回

サンゴ礁
の復元

○本、○㎡
○人参加

調査結果

植樹活動○回

調査○箇所
○回

○人参加
エコツーリズムの

試作○件

担い手の増加 研修を○回開催参加者○名

勉強会を○回開催参加者○名

イベントで
○人実践

実践者○名

継続的に活動していくために
は、新たな協力者を巻き込む
ための仕組みの検討が必要な
のでは？



サンゴの生息
域保全

上位目標 アウトカム アウトプット 活動計画

有害生物
の減少

駆除量○㎏

○人参加

駆除活動を
年○回

勉強会を○回
開催

調査結果
調査○箇所

○回

サンゴ礁
の復元

○本、○㎡
○人参加

調査結果

植樹活動○回

調査○箇所○回

○人参加
エコツーリズム
の試作○件

住民認識
の向上

○人参加
セミナーを
年○回実施

組織体制
の確立

提案対象○件
○回

関係機関への
協働提案

担い手の増加 ○人参加

○人参加

研修を開催

勉強会を開催

イベントで
○人実践

実践者○名



まとめ

①ロジックモデルを整理しましょう

実現したいことからどのような活動が必要なのか

を考え、整理することが大事です。

②ロジックモデルを精査しましょう

一度作って終わりではなく、上位目標を達成する

には何が必要か、繰り返し見直しましょう。
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ご静聴有難うございました！

地球環境基金部

ご応募の受付は、

2019年11月5日（火）正午～2019年12月3日（火）13:00
となっております。

ご応募お待ちしております！



1.要望書を
作成する上でのポイント

参考



（参考)不採択となる例

1. 我が国または相手国の施策として行われる活動

2. 特定の事業者の事業上の利益のための行われる活動

3. 貸付、融資、出資、その他助成金の回収が見込まれる活動

4. 政治または宗教的宣伝を目的としている活動

5. 地球環境基金以外の国または国の機関からの補助金、助成
金、委託費を受けることとなる活動

6. 他団体への資金補助、助成を内容とする活動

7. 復興支援に関連する活動については活動対象地域以外での
活動

8. その他民間団体が行うにふさわしくないと認められる活動
27

2020年度版 要望書様式について
参考

募集案内
(P.11)



不採択の例の注意点①

「特定の事業者の事業上の利益のため
の行われる活動」

Ａ社が作るＢ商品が環境にやさしいため、
広がるよう普及啓発活動を実施したい

⇒NGO・NPOの活動として宣伝すればす
るほど、Ａ社が作るＢ商品が売れてしまい、
助成金がA社だけの利益に結びついてしま
うため。

NG

28

参考



不採択の例の注意点②
「地球環境基金以外の国または国の機関からの補
助金、助成金、委託費を受けることとなる活動」

NG

OK

国または国の機関からの助成金とは・・・

日本NGO連携無償資金協力(外務省)、NGO事業補助金
(外務省)、草の根技術協力事業((独)国際協力機構)、
子どもゆめ基金((独)国立青少年教育振興機構)、日中
緑化交流基金(外務省)など

⇒自治体、企業の助成金はOKです。

⇒上記助成金でも、要望活動が地球環境基金への要望

と重複した内容になっていなければOKです。
⇒要望内容が重複していても、申請の段階ではOK。

複数採択されたら、内定後、どちらのドナーにするか

選んでいただきます。 29

参考



その１ その２-１ その２-２ その２-４その２-３

その２-５ その３-１ その３-２ その５その４

要望書の各様式について
募集案内
(P.36～57)

※こちらの様式以外にも事務委任状、若手プロジェクトリーダー育成支援希望者によって
提出する様式があります(募集案内P.89～92)。
提出書類については、『交付要望書のチェックリスト』を必ずチェックしてください。

参考



団体全体としての活動ではなく、
助成金に要望する活動の概要を記
載してください。

なるべく客観的（定性的もしくは
定量的）に課題・問題点を記載し
てください。
例：アンケート、聞き取り調査に
よる地域や全国における課題の認
識を客観的に把握している。

１.課題解決に向けた戦略を記載し
てください。

２.要望される活動において、不安
要素や障害リスクがあれば記載し、
その対応策を記載してください。

募集案内
(P.38～39)

要望書を作成する上でのポイント(様式その2-1) 参考



上位目標
環境の課題・問題点が最終的に実現し
たい望ましい状態を記載してください。

アウトカム
助成期間中に上位目標の実現に寄与す
る望ましい成果を記載してください。

ポイント
①地域やターゲットの望ましい変化を
記載
②定性的もしくは定量的な指標
③活動前と活動後の比較が重要

活動計画＆アウトプット

アウトカムの達成に向けた活動を計画
し、アウトプットを設定してください。

ポイント
①実行可能な範囲で記載
②活動計画を詳細に記載（5W1H）

募集案内
(P.40～43)

詳しくは後半の『助成活動の計画の立て方』でご説明します。

要望書を作成する上でのポイント(様式その2-2) 参考



募集案内（P.62～79）に各目標とターゲッ
トの詳細を掲載していますので、ご覧くだ
さい。

※丸をつけた目標とターゲットの種類及び
数は審査要件ではありません。（採否には
影響しません）

ポイント
最低でも２つ以上の目標及びターゲット
の達成を意識すること。

募集案内
(P.44～45)

要望書を作成する上でのポイント(様式その2-3) 参考



ポイント
助成活動終了後の
①自立性・継続性
②期待する波及効果、インパクト
③資金・資源獲得
④人材育成

助成活動に記載する内容に関わる協力
が見込まれる利害関係者(ステークホル
ダー)を記載してください。

ポイント
①活動計画(その2-2)との関連性
②連携状況の追記
③行政・企業等の連携
④ステークホルダーマップの作成(任意)

募集案内
(P.46～47)

要望書を作成する上でのポイント(様式その2-4) 参考



１．団体の活動規模にあった申請をしよう！

：背伸びをした要望は禁物

２．要望書のタイトルを工夫しよう！

：タイトルが審査関係者に与えるイメージは意外に大きい

３．活動計画がきちんと立てられているか！

：計画は重要、各月ごとで年間何をするか審査関係者に納得させる

４．活動の要望額は、ある程度の仮説に基づいたものか！

：だいたいの予算計上は、積算根拠に違和感を覚えます

５．要望活動をすると環境の何が変化するのか！

：活動をすると、誰に対し、何をすると、環境にどのような変化をも

たらすのか

６．できるだけ数字を用いて、変化と目標達成の可視化を！

：アウトプット、アウトカムはできるだけ数字を使って具体化しよう！

助成金の要望申請書き方ポイント
～地球環境基金からの６つのアドバイス～

36

参考



上位目標 アウトカム アウトプット 活動計画

ロジックツリーとは、｢もし～ならば。こうなるだろう｣という仮説のもと、活
動、活動の結果(アウトプット)・成果(アウトカム)・上位目標をつなぎ合わせ
ることで事業の成果を挙げるために必要な要素を体系的に図示化したもの。

アウトカムごとにロジックモデル
を立てていきましょう！


